
技術・家庭科＜家庭分野＞学習指導案 

平成２６年１１月６日(木) 

指導者：仙台市立七郷中学校 

教 諭 江刺 美和 

指導学級：１年１組３２名 

会  場：仙台市立七郷中学校 

     被服室 

１ 題材名 「快適に住まう」 

               ＜家庭分野 Ｃ 衣生活・住生活と自立 (２)ア・イ ＞  

２ 題材の指導目標 

   住居の機能と住まい方に関する学習を通して，自分や家族の住空間に関心を持ち，安全に配慮した室内環

境の整え方を知るとともに，自然災害を含めた安全で快適な住まい方を考え，実践しようとする能力と態度

を育てる。 

 

３ 題材について 

 (１)題材観 

本題材の「快適に住まう」において，小学校の家庭科では，暑さ・寒さ，通風・換気及び採光に重点を置

いた快適な室内環境の整え方についての学習をした。中学校では，住居の機能と住まい方に関する学習を通

して，自分や家族の住空間に関心を持ち，住居の基本的な機能や安全に配慮した室内環境の整え方を知ると

ともに，安全で快適な住まい方を考え，具体的に工夫できるようにすることをねらいとしている。 

近年の住まいは，一戸建て住宅のほかに，限られた土地の中で多くの人々が暮らすことができるよう高層

マンションなどの集合住宅が増加してきている。住まい方においても，和風に限らず洋風主体の住まい方が

見られる。そのような中で，家族の規模においては，少子高齢化により規模が縮小しており，家族の一員と

して担う役割が大きくなってきている。中学生にとっての住生活とは，個人の部屋を持ちたいという願いや，

インテリアに興味関心が高い傾向が見られる。しかし，自分の生活をより良いものにしていこうという意識

は低い。 

そのため，本題材では，住生活が衣生活や食生活と同じように，人として生きていくために必要不可欠で

あることを理解させ，安全に配慮したより良い空間で暮らすことの大切さを実感させたい。特に，室内安全

については，自然災害が多発していることから災害への備えと事故の防ぎ方を取り上げ，安全管理の方法を

理解させるとともに安全な住まい方について考えさせることで，実践しようとする態度や能力を育成したい

と思い，本題材を設定した。 

   

 (２)生徒観 

男子１５名，女子１７名，計３２名の学級である。この学級は，何事にも興味や関心を示す元気なクラス

であるが，物事を深く考えることを苦手とする生徒が多く，発表の場面では，自分の意見に自信が持てず，

大勢の前で発表することを苦手とする生徒が多い。今回の題材を設定するに当たり，住生活に関するアンケ

ート調査を実施した。 

   質問① 住まいに関する学習に関心があるか。 

とてもある

6.8％ 

 ある 

    27.6％ 

あまりない 

         65.5％ 

ない 

   13.8％ 

 

   質問② 住まい学習で関心のある項目は何か(複数回答可)。 



室内のインテリア 

        １７人 

快適に住まう工夫 

     12 人 

室内の掃除方法 

 10 人 

住まいの 

安全対策 8人 

住まいの 

役割 3 人 

    その他自由記述として，使いやすいキッチンや家族が集まるリビングの空間づくりに関心を持っている

生徒もいた。 

   質問③ 安全に住まうための工夫を行っているか。 

       している 

           55.1％ 

        していない 

           44.9％ 

 

   質問④ 質問③の「している」のうち，安全対策はいつから行っているか。 

 震災前 

     20.7％ 

   震災後 

       34.4％ 

      していない 

           44.9％ 

 

   質問⑤ 非常時の備えはしているか。 

       ある 

             ７５％ 

    なし 

       ２５％ 

   「ある」と答えた人のうち， 

備えとして多かった物は， 

     乾パン，軍手，懐中電灯，乾電池，ティッシュ，タオル，缶詰などであった。 

    少数意見としては，携帯トイレ，マスク，カイロであった。 

 

   このアンケートは，安全についての備えを家族と話し合った結果である。住まいの安全対策については，

震災後であっても，約半数の家庭しか対策を行っていないこと分かった。 

本校は，３年前より防災研究指定校となっていることから，各教科・領域において防災教育に取り組んで

きた。自然災害に対する備えと安全対策についても，特活の指導計画に位置付けているが，意識付けを図る

程度となっているため，教科のねらいのもとに，本教科で具体的対策を取り上げ，実践する態度と能力を育

成することが重要であると考える。 

  

(３)指導観 

   近年，日本のあちこちで自然災害による多くの被害が起きている。本題材を通して，いつ，どこで災害が

発生しても，命を守るために必要な備えを考えさせ，実践しようとする態度や能力を育成させたい。その手

立てとして，①現在の備えの状況を調査し意識を高める。②災害に関する新聞記事を提示し，備えの必要性

を理解させる。③家族構成や季節の条件を示し，備えとして必要なものは何かを考えさせる。④自分の家庭

では，更に何が必要になるか見直し，備えについて考えさせる。以上の４点に留意して指導をしていきたい。 

     

 (４)研究主題との関連 

       宮城県教育研究会・仙台市教育研究会「技術・家庭研究会研究主題」 

「生活で活用できる力」の育成を目指して 

～「つながり」を深めるための題材・教具の工夫～ 

 本教科では，これまでも家庭や地域とのつながりを意識した学習を展開してきた。東日本大震災では，当

たり前に生活していた衣食住に関する必要なものが手に入らず，不便な生活を強いられた。この経験から，

これまで以上に身近な生活について考え，自然災害への備えや家族や地域社会との関わりの大切さを実感す

ることになった。特に生活の基盤である住まいは，家族生活の中心となる場であり，これまで以上に重要な



学習となった。家族形態や住まい方が異なる生徒一人一人が，自分の生活に学習したことを生かし，住まい

方について自分なりに工夫できるようにすることが大切である。まず，住まいの安全についての学習では，

震災という経験を基に，安全対策や備えについて学習したことを自分の生活につなげ，家族が快適に過ごせ

るようにしていく。また，室内の空気調節や音については，生活に身近な内容を取り上げ自分なりの工夫が

できるようにする。自立に向けて，家族の一員として家族との「つながり」を深めるために，実物の利用や

他の学習内容と関連付けた学習を展開していく。 

 本時では，自然災害への備え（非常時に持ち出す物）を考えさせる場面で，風呂敷包を教具として活用す

る。「衣生活」と「住生活」の学習につながりを持たせ，更に「布を用いた物の製作」における基礎縫いの

学習として風呂敷製作を設定することで，学習内容につながりを持たせ，生活につなげたいと考えた。学習

指導要領において，「衣生活」では衣文化に感心を持たせることが取り上げられている。風呂敷は伝統的な

和小物であり，その使い方の幅広さを再認識させ良さに気付かせるとともに，創意工夫することで生活を豊

かにしていこうとする態度を養うことができると考える。 

 

４ 題材の指導計画 

  題材「快適に住まう」 ６時間扱い 

小 題 材 時数 時間 指 導 内 容  指 導 項 目 

『住まいのはたらき』 

１ 住まいのさまざまな役割 

２ 共に住まう 

１  

０．５ 

０．５ 

 

住まいのはたらきと機能について 

住まいの空間と生活行為について 

 

Ｃ（２）ア 

『安全な住まい』 

１ 住まいの安全対策 

２ 災害への備え 

３  

１ 

１ 

１ 

(本時) 

 

家庭内の事故について 

災害に備えた住まいの安全対策 

自然災害への備え 

 

Ｃ（２）イ 

 

『快適な住まい』 

１ 室内の空気調節 

２ 住まいと音 

２  

１ 

１ 

 

室内の空気環境について 

音と生活の関わりについて 

 

Ｃ（２）イ 

 

５ 題材の評価規準 

 題材「快適に住まう」  

生活や技術への 

関心・意欲・態度 

生活を工夫し 

創造する能力 
生活の技能 

生活や技術についての 

知識・理解 

・自分や家族の住空間と 

生活行為の関わりにつ

いて関心をもって学習

活動に取り組んでいる。 

 

・安全で快適な室内環境

に関心をもち，整え方や

住まい方の課題に取り

組み，住生活をより良く

しようとしている。 

 

 

 

 

 

・室内環境について課題

を見付け，調査・観察を

通して，安全で快適な室

内環境の整え方や住ま

い方について考え，その

 ・住居の基本的な機能に

ついて理解している。 

 

 

 

・安全で快適な室内環境

の整え方と住まい方に

関する基本的な知識を

身に付けている。 

＊家庭内事故の防止や



解決を目指して工夫し

ている。 

自然災害への備え 

＊室内の空気調節 

＊音と生活の関わり 

 

７ 本時の指導計画 

 (１)本時の題材  自然災害への備え ～非常時に持ち出す物～ 

 (２)本時の指導目標  

    非常時の備えとして必要なものを理解し，災害への備えについて課題を見つけその解決策を考える。 

 (３)本時の指導の手だて・工夫 

    ・非常時の備えを事前に調査し，学習への意欲を高める。 

    ・考え方の変容を見るためのワークシートを工夫する。 

    ・主体的に考えを持たせるために４人１グループによる話し合い活動を設定する。 

 (４)「衣生活」「住生活」のつながり 

    ・「住生活」における非常時の備えの学習に風呂敷を教具として活用することで，「衣生活」の縫いの学

学習とのつながりを持たせる。 

(５)本時の具体の評価規準 

    ・非常時に持ち出す物を考え，自然災害への備えについて理解している。 

                                  （生活や技術について知識・理解） 

Ａとする状況 

       非常時に必要な物を具体的に挙げ，環境条件により備えるものが違っていることに気付いている。 

      Ｃとなる生徒への手だて 

       非常時の備えについてのンケート調査を思い起こさせ，必要な物を挙げせる。 

・家族の一員として自然災害への備えについて課題を見付け，その解決を目指して工夫している。                       

(生活を工夫し，創造する能力) 

Ａとする状況 

       自分の家族構成に合った備えを考え，自ら進んで災害の備えについてまとめている。 

      Ｃとなる生徒への手だて 

       災害の備えの具体例を実物で提示することにより，備えが必要であることに気付くことができる

ようにする。 

    ※評価方法     □観察  □ワークシート 

 

 (６)本時の指導過程 

題材名「自然災害への備え」～非常時に持す出す物～  

段

階 

 生徒の学習活動 

■発問 

学習 

形態 

指導上の留意点 

※資料・準備物など  

【指導の視点】 

□評価計画 

課

題

把

握 

５ 

分 

１ 本時のねらいを確認する。 

 

 

 

一斉 □最近，日本で発生した自然災害の新聞

記事を提示して，興味・関心を持たせる。 

(広島の土砂災害，御嶽山の噴火) 

※新聞記事の写真を黒板に貼る。 

□いつ発生するか分からない災害への

備えに必要な物を確認し，自分の家庭で

の備えについて考えていくことを知ら

 

自然災害への備えについて考えよう 

 



せる。 

□クラスで非常時の備えをしている人

の割合を示す。→７５％ 

※割合が書かれた提示資料 

課

題

追

求 

20 

分 

２ 一時的に避難をしなければいけ

ない時に持ち出す物は何か考え発

表する。 

■災害が発生し，一時避難をしな

ければならない時，持ち出す物は

何だろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 家族構成や季節のことを考慮す

ると，一般的に持ち出す物では不

十分であることに気付く。 

■家族構成に応じて，さらに必要 

となる非常時に持ち出す物を考え

てみよう。 

Ａ．幼児がいる家庭 

Ｂ．高齢者がいる家庭 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一斉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別

→ 

グル

ープ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□災害において，一時的に避難をしなけ

ればならなくなった時を想定して，何を

持ち出していくかを考えさせる。 

□あらかじめ一般的に持ち出す物をカ

ードに準備しておき，生徒が発表したら

黒板に貼る。 

※カード(水，食料品，懐中電灯，軍

手，ラジオ，消毒薬，ばんそうこう，

ライター，ティッシュペーパー，紙

皿，プラスチックのコップ，割り箸) 

□持ち出す物のイメージをつかませる

ために，一般的に 1人分の持ち出す物を

風呂敷に包んで提示する。家族の人数に

応じて，風呂敷の個数が増えていくこと

を理解させる。 

・風呂敷は怪我をしたとき三角巾の代用

などになることを知らせる。 

※風呂敷に包まれた非常時に持ち出

す物 

□家族構成(Ａ.幼児がいる家庭，Ｂ.高

齢者がいる家庭)に応じて，非常時に持

ち出す物が違うことに気付かせる。 

□１つの班を 4人グループとして計８班

編成とする。１～４班を「幼児がいる家

庭」，５～８班を「高齢者がいる家庭」

を想定して，更に必要となる非常持ち出

し物を考えさせる。まずは，個人で考え，

その後役割分担(司会と記録，発表者)を

明確にして，グループで考えを共有す

る。 

□考える時は理由も合わせて考えさせ

る。 

□非常時に抱えて持ち出せる大きさと

して，風呂敷に包める位の物とする。風

呂敷の大きさを確認するために，机の上

に広げさせる。 

※風呂敷 

□グループ案で出てきたものをホワイ

一般的に非常時

に持ち出す物を

考え，自然災害

について理解し

ている。 

(知識・理解) 

□観察(発表) 

□ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□観察(発言) 

□ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

■季節を考えて非常時に持ち出す

物を考えよう。 

  Ｃ．夏の災害 

  Ｄ．冬の災害 

 

 

 

 

 

 

一斉 

 

トボードに記入し，黒板に提示する。 

□ホワイトボードへの書き方は，箇条書

きとし，持ち出しの隣に( )書きで理由

を記載する。 

□黒板に提示されたホワイトボードを

見ながら共通理解を図る。 

□災害は，いつ発生するか分からないの

で，季節(夏と冬)を考えた備えも必要で

あることに気付かせ，必要な非常時に持

ち出す物を考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

□観察(発表) 

 

課

題

解

決 

15 

分 

３ 自分の家庭における災害への備

えについて，課題と対策を考える。 

 ■非常時に持ち出す物を踏まえ，

自分の家庭における災害の備えの

現状を見つめ，課題とその対策を

具体的に考えよう。 

 

個別 

 

 

 

 

 

一斉 

□非常時に持ち出す物だけではなく，自

分の家庭における備えの現状を見つめ，

課題を挙げさせ，その対策を工夫させ

る。 

・非常持ち出しの物を準備しているか 

・今の時期や自分の家族のことを考えて

いるか 

・持ち出しやすいところに準備している

か 

・家族が災害時の備えについて理解して

いるか 

□課題の特徴から，数人の生徒に発表さ

せる。 

自分の家族に必

要な非常時の備

えを考えること

ができる。 

 (工夫創造) 

□ワークシート 

□観察(発表) 

ま

と

め 

10 

分 

４ 風呂敷の使い方の工夫と良さを

知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 災害への備えについて，授業を

通して考えたことや気付いたこと

を記入する。 

一斉 □風呂敷の特徴について知らせる。 

由来，包み方，特に，災害が発生したと

きでも使えることに注目させる。 

・災害時に使える風呂敷の利点の工夫を

紹介する。 

・包む工夫により様々な形に対応するこ

とができ，先人の知恵と和文化の良さ

を気付かせる。 

・包みを例に，創意工夫が生活を豊かに

することにつながることに気付かせ

る。 

※風呂敷で包まれたペットボトル，お弁

当，エコバッグなど 

□生徒に，「衣生活」の布を用いた製作

において，風呂敷を製作することを知ら

せる。 

□本時を振り返り，授業を通して考えた

ことや気付いたことを記入させ，数人の

生徒に発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ワークシート 

□観察(発表) 



 

 

□今日の授業で学習したことを各家庭

でもう一度話し合うように意識付けを

し，家庭での実践につなげる。 

 

 

 

【板書計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【各グループの机にあらかじめ置いておく物】 

  風呂敷 1枚，マジックペン，ホワイトボード 

 

【風呂敷の中身】 

  水(２リットル)１本，軍手，かんぱん，紙コップ，紙皿，ラジオ，懐中電灯，ろうそく，割箸，絆創膏， 

ティッシュペーパー，タオル，マッチ 

 

【準備物】 

  風呂敷，お弁当，ペットボトル，新聞記事，カード(非常時に持ち出す物)， 

 

家庭科学習プリント                  1 年  組  番 名前               

＜自然災害への備え＞ 

非常時に持ち出す物 

非常時の備えをしている割合   【一般的に備えている物】 

    ７５％             水，食料品，懐中電灯，軍手，ラジオ， 

消毒薬，ばんそうこう，ライター， 

ティッシュペーパー，紙皿，コップ，割り箸 

 

                【これからの備えについての考え】 

                    ・準備することから始める 

                    ・家族にとって必要な物を考える 

                    ・ 

                    ・ 

 

 

【新聞記事】 

広島 

土砂災害 

【新聞記事】 

御嶽山 

噴火 

【さらに必要な物】 

  Ａ幼児がいる家庭           Ｂ高齢者がいる家庭            Ｃ夏の災害                    

【１班】      【３班】       【５班】      【７班】        ・うちわ 

                                           ・着替え 

 

                                          Ｄ冬の災害 

【２班】      【４班】       【６班】      【８班】        ・カイロ 

                                           ・毛布 



 

 

 

 

１ 自然災害が起こった時，一時的に避難をする必要があります。非常時に持ち出す物を挙げてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 環境条件により必要な非常時の備えを考えてみよう。 

  自分の班の条件【         】 

 

 

 

 

 

 

３ 自分の家庭での災害時の備えについて，現状の課題とこれからの対策を考え，まとめてみよう。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 授業を振り返って，災害への備えについて気付いたことやこれからの自分の生活について考えたことを 

書いてみよう。 

 

 

 

 

 

【先生から】 

 

                                             

      

自然災害への備えについて考えよう 

自分で挙げた物 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他の人の発言を基に，必要な物をまとめてみよう 

・ 

 

 

 

課題・・・今の備えの状況から 

 

 

 

対策・・・これからの備えについて 

 

 

 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=61596&sw=%E9%A2%A8%E5%91%82%E6%95%B7%E5%8C%85%E3%81%BF

